
　　　　　　　
１　目標　

・インターネットの危険について予測したり現状の犯罪について知ったりすることで、正しい使い方について理解する。（東京都教育委員会　安全教育プログラム　Ⅰ―５―①～⑤）
・携帯電話の適切な使い方を理解し、ツールとしての正しい使い方について考える。
　（「みんなで考える道徳」（日本標準）　Ａ自律、自由と責任）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　題材について
高学年になると携帯電話を所有する児童が圧倒的に多くなる。SNSについてのアンケート調査を実施したところ、自分専用の携帯電話を持っている児童は、６年生全体の７８パーセントにも上った。
携帯電話やスマートフォンは便利な道具であるが、正しい使い方をしないと犯罪に巻き込まれてしまったり、人に迷惑をかけたりする危険性がある。
また、学校の授業などで情報機器を使用する機会が増え、情報機器を抵抗なく使い、調べ学習においても図書資料よりインターネットを利用することが増えてきた。今後、インターネットの情報なしに生活していくのは、難しいと思われる。しかし、インターネットの危険性も無視できない。
そのため、携帯電話やスマートフォン・インターネットなどにおける実際のトラブルや犯罪を知ることにより、危険を予測し、正しく使用する態度を育てる必要がある。
３　主題に迫るための工夫

　・道徳教材を使用することにより、児童にとって身近な問題として考えさせる。
・SNS東京ノートⅡを活用し、便利な道具でも、使い方を誤るとトラブルになることを知る。
　・ゲストティーチャーよりインターネットの危険性について実際の事例などの話を聞くことにより、身近な問題としてとらえ、問題点を理解し、インターネットを利用できるようにする。
４　指導計画（２時間）

	時
	学習活動
	支援（○）　評価（■）

	１

１組

本時
	・コミュニケーションツールとしてのメールやコミュニケーションアプリ（LINE等）でのトラブルを知り、適切に使おうとする態度を育てる。
	○道徳教材「スマホでまちぼうけ」（日本標準）を使用することで、相手の気持ちを理解させる。

■メールやコミュニケーションツールを利用する際に気を付けることを考えている。

	２
２組本時
	・インターネットやメールを利用するにあたり、困っていることやトラブルなどを挙げたり、考えたりする。
・専門家から、実際の事例やその後の対応などの話を聞き、どのようにインターネットを利用していけばよいのか考える
	○SNS東京ノートⅡの事例をもとに問題点や解決策を考えさせる。
○いろいろな事例を知ることで、幅広い良識を身に付けさせる。

■インターネットについて正しい知識をもち、使い方について考えることができる。


５　本時の展開　　１組（１／２時）
（1） ねらい
コミュニケーションツールとしてのメールやコミュニケーションアプリ（LINE等）でのトラブルを知り、適切に使おうとする態度を育てる。　　　　　　
（２）指導の実際

	学習活動（予想される児童の反応※）
	留意点（・）支援（○）評価（■）

	１　スマートフォンや携帯電話について知っていることや使った経験を話し合う。 

※メールやLINE
※ゲーム
２　本時の学習課題について知る。

３　資料「スマホでまちぼうけ」を読んで話し合う。

　（１）一人でメッセージを送り続けたナオミの気持ちを考える。

　　　※どうして返事をくれないの。
※自分だけ仲間はずれ。寂しい。
（２）ナオミからメッセージをもらったシノとユリの気持ちを考える。

　　※ナオミに悪いな。

　　※家族との約束があるから仕方ない。

４　スマートフォンとのつきあい方について自分だったら、どうするか考える。
　　　※返事をしない二人も悪い。
　　　※塾や習い事の約束は別。

　　　※時間を決める。

　　　※相手の都合を考える。

　　　※直接謝った方がよい。

５　メールやLINE のトラブルは、他にもたくさんあることを知る。

６　SNS一大小ルールやSNS家庭ルールを確認する。

７　本時の振り返りをする。
	○基本的には便利な道具であることを押さえる。
○仲間はずれにされることへの恐れから自分を抑えられなくなったことに気付かせる。
○コミュニケーションツールの特性（相手の顔が見えない、一方的なメッセージになる・誤解を生じやすいなど）についてもふれるようにする。
○「送る」「送らない」のどちらが正しいのかを決めるのではなく、自分なりの根拠をもって考えるよう助言する。
○スマートフォンを持っていない児童には、
　他のコミュニケーションツールでの出来事としてとらえるよう助言する。
○メールでは、お互いの表情が分からないため、自分の気持ちを伝えにくいこと、意味が正確に伝わらないこともあることに気付かせる。
○「直接」「電話」「文書」「メール」の伝わり方の違いに気付かせる。
○ただルールを守ればよいだけでなく、人と人との心を通わせることが大切であることを伝える。
■メールやコミュニケーションツールを利用する際に気を付けることを考えている。　　　　　（ワークシート）


５　本時の展開　　２組（２／２時）
（１）ねらい

インターネットのトラブルについて考え、実際の事例やその後の対応などを確認し、正しい使い方を考える。
（２）指導の実際

	学習活動（予想される児童の反応※）
	留意点（・）支援（○）評価（■）

	１　インターネットを利用していて危険だな、おかしいなと思ったこと、実際に困ったことを発表する。 
　※ゲームをしていたら知らない人がチャットに入ってきた。
※変なサイトに繋がってしまった。
※知らないアドレスから変なメールがきた。
２　本時の学習課題について知る。

３　事例を聞いて、トラブルや問題にはどのようなものがあるか考える。（ゲストティーチャー）
（１）携帯電話を用いて、ゲームを時間制限なくやり
続ける。

　　※生活が乱れる。※目が悪くなる。※成績が下がる。

（２）個人情報を掲示板に公開する。
　　※個人情報がもれる。※悪いことに使われる。
※住所が知られる。
（３）友達とのメールで言葉の勘違いが発生する。
　※勘違い。　※その子が傷つく。
　　※文章だけでは本当の意味が分からない。
４　これからどのようにインターネットを使えばよいか考える。
５　本時の振り返りをする。
	○既習事項のメールや携帯電話での学習を想起させ、実際に起きたことを思い出させる。
○事例について一つずつ考えさせ、ゲストティーチャーからより具体的な問題や危険について話してもらう。
・携帯電話依存症になり、生活の乱れや学校生活に悪い影響を及ぼす。
・知らない人と繋がってしまう。
・個人情報が不特定多数の人に知られる。
・友達の情報が知らない人に知られる。
・学校に来られなくなる。
・いじめが発生する。
■インターネットについて正しい知識をもち、使い方について考えている。
（ワークシート）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第６学年　学級活動（生活安全）　　　　　　場所　６－１，６－２教室


SNSについて考えよう


１組　指導者　長谷川あゆみ　２組　指導者　菅野正弘


ゲストティーチャー　ファミリーｅルール事務局　石村吉輝　　　　　　　　　　山本啓史


　　








メールやLINEなどの使い方について振り返ろう。





インターネットではどのようなトラブルがあるか考え、上手に利用できるようになろう。








